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シュクラン日記 
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アッサロームアレイクム！こんにちは！ 

 ＵＡＥでは明日（４月２日）からラマダンが始ま

ります。ラマダンとは日本語で「熱い月」という

意味となりアジュラ歴の第９月を指すそうです

が、現在は多くの人がラマダン＝断食を連想す

ると思います。断食と言っても日の出から日没

までの約１５時間の断食を１か月繰り返すとい

ったもので、日没後の食事（イフタール）で食べ

過ぎて結果的にラマダン期間が終わると太って

いるという人も多いそうです。ＵＡＥは厳格なム

スリムが多いので、断食をする人も多いのです

が、以前住んでいたウズベキスタン（人口の９

３％がムスリム）では断食する人・しない人それ

ぞれで、ラマダン期間も普段とは特に変わら

ず、国によってもラマダンの雰囲気は違うのだ

なと感じました。ウズベキスタンにいた頃も、去

年も断食に挑戦したことは無かったのですが、

せっかくなので今年は１週間だけ挑戦してみよ

うかと思います！（１か月は厳しいです…。） 

 また去年はコロナも相まって、ＵＡＥ中の道場

がラマダン期間中の練習をストップさせていまし

たが、私は可能な限り練習を続けようと思いま

す。日本でいう寒稽古・暑中稽古のような位置

付けにしたいですね！ 
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 今月は３月２３日～２５日にヨルダンで開催されたアラ

ビック大会に参加してきました。私がＵＡＥに来て以来２

度目の国外大会となりました。前回は去年の９月にエ

ジプトで行われたアラビック大会でカデの選手（１５～１

７歳）を引率しましたが、今回はジュニア・シニア（１８歳

以上）のカテゴリーへの出場となりました。またヨルダン

出発前には国内で１週間の合宿も行いました。 

 前回のアラビック大会（エジプト）では８人が出場し、１

名銅メダルを獲得したものの、残りの選手は負けてしま

い、団体戦でも入賞することができませんでした。その

ような経緯もあり、今回は少しでも結果を残したいとい

う思いで、選手選考から合宿のスケジュールまで柔道

連盟のディレクターと会議をし、合宿が開催される２週

間前には準備が整っていました。ところが計画通りに

事は進みませんでした。合宿の１週間前に別の件で連

盟を訪れた際、ディレクターがいたので挨拶をすると、

「試合に参加する選手を変更した」と唐突に伝えられま

した。またローカル選手だけではメダルが取れないの

で、ビクトルチームと合同で参加することも同時に伝え

られました。 

※ビクトルチームとはＵＡＥの帰化選手で構成されたチ

ームで、ビクトルはそのチームの監督です。ビクトル自

身も２０１３年にモルドバからＵＡＥに帰化した元選手で、

東京オリンピック後にナショナル監督に就任、そして今

年からＵＡＥは新たに４選手を帰化選手として迎え入れ

ました。 

「散々話し合ったあの会議は何だったの？」という思い

や、「ローカル選手だけではメダルが取れない」という

発言に対してももどかしさを感じましたが、エジプトのア

ラビック大会で結果を残せなかったこと、ジュニア・シニ

アの選手のアラビック大会への引率が初めてということ

もあり、彼らがどれだけ戦えるのか、またヨルダンのア

ラビック大会のレベルがどれほどのものなのか検討つ

かず、ディレクターの発言に対して言い返せない自分も

いました。ただ悔しかったです。 

またこれだけにとどまらず、合宿が開催される前にも

様々なトラブルがありました。元々国内合宿はフジャイ

ラで行われる予定だったので、合宿前日に「明日からフ

ジャイラにいってくるね。」と連盟のマネージャーに連絡

したところ、「合宿はアブダビに変更した、コウキはアブ

ダビに住んでいるからホテルは取ってないよ。」と言わ

れました。私が電話をしていなければ合宿の場所が変

更したことすら伝えられていなかったのかと思うとゾッと

しましたし、合宿なのにホテルを取ってもらえないことに

も腹立たしさを感じました。また今回の合宿は前半は

私が担当し、後半はビクトルチームも合流し合同で合

宿を行う日程でしたが、連盟からの選手へのアナウン

スは「ビクトルコーチの合宿が行われるのでしっかりと

参加するように」という内容で、そこに私の名前は一切

ありませんでした。選手選考も合宿の日程・内容も会議

を踏まえて決めたものなのに、知らないうちにすべてが

変更されていて、こんなにも全てを無かったことにされ

るんだという虚しさや、ホテルを取ってくれないのもビク

トルがいるからお前は別に必要ないと言われているよ

うな気持ちになり、どんどんネガティブな考えになって

いきました。 

 完全に落ち込んでいる状態で合宿はスタートしました

が、連盟のことは一度忘れて練習に集中しようと切り

替えました。 

合宿は午前・午後の２部練習を行いました。午前は

体感トレーニングやジムでノートレーニング、ランニング

を行い、午後は柔道というスケジュールでした。ジュニ

アの選手は合宿前から比較的に練習に取り組んでい

ましたが、シニアの選手は彼らの仕事の都合もあり、１

か月以上練習していない者もいました。こういった背景

もあり、ローカルのシニアの選手の強化は難しい部分

があるのですが、今回の合宿では怪我に気を付けつつ、

体力を取り戻せと鼓舞しながら練習させました。合宿後

３月の活動報告 
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半はビクトルチームも合流し、より実践的な練習メニュ

ーにシフトしていきました。いつものことながら、「腰が

痛い」、「指が痛い」、「疲れた」と言いつつも、最後まで

大きな怪我なく合宿を乗り越えた部分に関してはよく頑

張ったと思います。試合に繋がる良い合宿となりまし

た。 

 

 

また合宿を通して私自身にも変化があり、抱えてい

たモヤモヤは少しずつ解消されました。よくよく考えれ

ばいつも連盟から「報告・連絡・相談」はありません。急

な日程変更、ギリギリのスケジューリングもよくあること

です。私に対してだけでなく、連盟内でも情報共有が上

手くいっていません。ホテルの件に関しても、アブダビ

に居住している者はルールとしてホテル代が出ないと

いう説明を貰いました。選手たちも、「連盟から合宿が

あると言われても、合宿にきて練習が始まるまでは分

からない。連盟だけじゃなく、これがＵＡＥのカルチャー

だ」と話してくれました。決して連盟が悪いわけではなく、

これがここでの働き方であり、適応しようとする努力が

大切なのだと感じました。心に余裕がないと、どうしても

視野が狭くなり主観的に物事を見てしまうものです。こ

れもまた異文化理解の難しさですね、勉強になりました。

これからはへこたれず、落ち込まず、強い気持ちと少し

の余裕を持って連盟とやり取りしていければと思いま

す。 

合宿は無事終わり、ヨルダンに出発です！ 

 

一人はシートの上で寝て、もう一人は床で寝るという斬

新な飛行機の過ごし方をしている選手たちがいました。

面白いです。 

 

 さて試合はジュニアのカテゴリーからスタートしました。

ジュニアには６０ｋｇのアフメッド・ジャシム、７３ｋｇのサ

イード、＋１００ｋｇのハリブの３選手が出場しました。ロ

ーカルの選手が勝つのは難しいという前評判を覆し全

員が決勝に進出しました。迎えた決勝でも全員が一本

勝ちを決め３人とも優勝しました。また全試合を振り返

ってみれば三人とも全試合オール一本勝ちという輝か

しいい結果を残してくれました！ 
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特に６０ｋｇのアフメッド・ジャシムはアブダビで指導して

いる生徒の１人で、最近は組手の強化をしていたことも

あり、ただがむしゃらな柔道をするのではなく、守るとこ

ろは守り、攻めるところは攻め、相手に応じて組手を変

えたりと練習の成果を十分に発揮していたのも印象的

でした。初日から良いスタートが切れました！ 

 

２日目はシニアの個人戦でした。ローカルチームか

らは６０ｋｇのアフメッド・フェイサル、８１ｋｇのカリーファ、

＋１００ｋｇのアリの３選手出場しました。アフメッド・フェ

イサルは初戦で技有を先行したものの、ラスト２０秒で

技有を取り返され、ゴールデンスコア（延長戦）でバテ

てしまい寝技で負けてしまいました。＋１００ｋｇのアリも

初戦で最初に指導２を取ったものの、体力が持たず指

導２を取り返され、ゴールデンスコアに入った後すぐに

寝技で負けてしまいました。８１ｋｇのカリーファに関して

は準決勝で敗れたものの３位決定戦で一本を取り、３

位となりました。１名銅メダルを獲得したことは大きな収

穫ですが、体力が持たず負けてしまうというのは勿体

ない負けだなと感じました。 

またビクトルチームからも３選手が出場し、１名は初

戦で敗退したものの、２名は前評判通り優勝し、シニア

でもＵＡＥチームとしては２個の金メダルと、１つの銅メ

ダルを獲得しました。またアラビック大会ではメダル獲

得数を基準に国別ランキングが発表・表彰されるので

すが、約１５か国が出場した中でジュニアもシニアもＵＡ

Ｅチームが１位となり表彰して頂きました！ジュニアに

関しては３選手しか出場していないにも関わらず、３人

が優勝したことでランキングトップになりました。アナウ

ンスされたときは驚きと嬉しさが入り混じったような感

情になりました。他の国のコーチからも「３人しか出て

いないのにランキングトップはすごいね」と褒めて頂き、

指導者になって初めてのトロフィーも頂きました！頑張

ってくれた選手たちには感謝しかありません。 

 

最終日はシニアの団体戦がありました。２選手がロ

ーカルチーム、３選手がビクトルチームという構成でし

た。準決勝まではローカルチームの選手も健闘し危な

げなく決勝にコマを進めました。決勝はバーレーンチー

ムとの対決で、バーレーンもＵＡＥ同様、帰化選手で構

成されているチームでした。非常に接戦でいい勝負で

したが、ビクトルチームの３選手が勝利し、３－２でＵＡ

Ｅチームが優勝しました。正直ローカルチームだけでこ

こまで戦えたらどれだけいいだろうかと考えますが、な

かなか現状では難しいですね。何はともあれ、初日か

ら最終日まで良い結果で大会を終えることができて本

当に良かったです！ 
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人生で初めて胴上げをしてもらいました！！ 

 合宿の前から色々な葛藤がありましたが、「終わりよ

ければすべて良し」ですね。また次の目標に向かって

頑張ろうと思えました！ 

 さて４月はラマダン期間なので大きな活動は特に予

定されていませんが、引き続きアブダビでの指導をコツ

コツ頑張りたいと思います。 

              芦田 弘毅 

 

 

 

 

 

 

 

新聞やウェブニュースに沢山掲載して頂いたので一部

共有させて頂きます↓↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 


